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                                    呉 市 教 育 委 員 会 会 議 録  

平成２９年８月２２日定例会 

 

１ 開催日時 平成２９年８月２２日（火） １４：０２開会 

１６：３２閉会 

                     

２ 開催場所 ７５１会議室（呉市役所７階） 

 

３ 出席委員 教育長         中 村 弘 市 

教育長職務代理者    森 尾 敬 介 

委 員         水 野 良 行 

委 員         舩 尾   慎 

委 員         香 川 治 子  欠席委員なし 

 

４ 出席職員 教育部長        寺 本 有 伸 

教育部参事       上 田 勝 治 

教育部副部長      小 川   聡 

教育部参事補      中 島 正 雄 

       教育部参事補      細 本 裕 一 

       文化スポーツ部副部長  神 垣   進 

教育総務課長      大 森 和 雄 

       学校施設課長      沖 本 正 樹 

       学校教育課長      髙 橋 伸 治 

学校安全課長      金 本 康 司 

教育総務課課長補佐   大 窪 敏 幹 

 

 

５ 説 明 員 矢野修嗣（呉高等学校校長），山下伸一（阿賀小学校校長），安部ほずみ（学校

教育課課長補佐），川原亜弥（学校教育課主任指導主事），髙村徹也，藤井眞

實，番本充俊（学校教育課指導主事），河野靖弘，久間勇人，伊藤賀世（学校

安全課指導主事） 

 

 

６ 傍 聴 者 ２１人  
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６ 日  程 

（１）会期決定について 

（２）前回会議の報告 

（３）教議第28号 平成３０年度教職員人事異動に係る呉市教育委員会の方針について 

（４）報告第20号 寄附受納について 

（５）報告第21号 文教企業委員会の所管事務調査（「教員の勤務実態」について） 

（６）教議第29号 教育委員会事務点検・評価報告書（平成２８年度事務事業対象）」について 

（７）教議第30号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（呉高等学校用） 

（８）教議第31号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（小中学校特別支援学級用） 

（９）教議第32号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（小学校用「特別の教科 道

徳」） 
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       （１４：０２） 

教 育 長 これより定例会を開会します。 

日程第１の「会期決定について」を議題とします。 

お諮りします。会期は，本日１日としたいと思いますが，これに御異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしと認めます。 

よって会期は，本日１日と決定されました。 

本日の会議録署名委員は，水野委員・舩尾委員にお願いいたします。 

それでは，日程第２の「前回会議の報告」を求めます。 

大窪課長補佐 （平成29年７月28日臨時会について報告） 

教 育 長 本日提出されたもののうち，日程第５及び日程第６については，議会に諮る案

件のため，日程第７から日程第９までの「教科用図書の採択について」は，その

責任と権限において公正かつ適正な採択を行う必要があることから，それぞれ非

公開としたいと思いますが，これに御異議はございませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，本日の議題についてはそのように決定されました。 

 

教議第２８号 平成３０年度教職員人事異動に係る呉市教育委員会の方針について 

 

教 育 長 それでは，日程第３の教議第２８号「平成３０年度教職員人事異動に係る呉市

教育委員会の方針について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

髙 橋 課 長 教議第２８号「平成３０年度教職員人事異動に係る呉市教育委員会の方針につ

いて」御説明いたします。１ページを御覧ください。 

まず，広島県についてでございますが，広島県教育委員会は，以前は年度ごと

に「広島県公立学校教職員人事異動方針」を決定し，市町教育委員会に通知して

おりましたが，平成26年度からは，変更がある場合に限り，通知を行うといった

取扱いに変更されています。 

来年度の県の方針につきまして，現時点では今年度のものから変更がない旨の

連絡を受けております。 

呉市教育委員会の方針につきましては，年度ごとの人事の状況や学校の実態を

踏まえ，これまでどおり年度ごとに方針を策定していきたいと考えております。 

２ページを御覧ください。 

「平成３０年度教職員人事異動に係る呉市教育委員会の方針」につきまして

は，標題を平成29年度から平成30年度に変えることを除き，昨年度からの変更は

ありません。 

今年度もこの方針にしたがい，適正に人事事務を進めてまいりますが，県費負

担教職員の人事異動に関して，市町の意向がより強く反映するよう，県教育委員

会と密接な連携を図り，より一層，計画的な人事異動を行ってまいります。 

説明は以上でございます。 

教 育 長 ただ今，事務局から日程第３の教議第２８号「平成３０年度教職員人事異動に
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係る呉市教育委員会の方針について」の説明がありましたが。これについて，御

質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件については原案のとおり可決してよ

ろしいですか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，よって本件は原案のとおり決します。 

 

報告第２０号 寄附受納について 

 

教 育 長 次に，日程第４の報告第２０号「寄附受納について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

神 垣 副 部 長 それでは，寄附受納につきまして，御説明いたしますので，３ページをお願い

いたします。 

本件は，呉市立美術館の美術品として，横山日出海様及び船田富士男様の２名

より寄附の申し込みがありました。 

この寄附申込みに対して，呉市立美術館運営審議会に諮問し,審議していただい

た結果,適正との答申を受けましたので，これを受納することといたしましたの

で，御報告いたします。 

横山様からは,船田玉樹の日本画を14点，船田様からは,谷口仙花の日本画を15

点，計29点寄附を受けました。 

なお，寄附を受けました絵画の作品名，評価額等につきましては３，４ページ

に，作者プロフィールにつきましては５，６ページに，作品の写真につきまして

は７～９ページに掲載しておりますので御覧いただければと思います。 

また，寄附の経緯につきましても，10ページに記載しておりますので，よろし

くお願いします。 

説明は以上でございます。 

教 育 長 ただ今，事務局から日程第４の報告第２０号「寄附受納について」の説明があ

りましたが，これについて，御質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

 それでは，これより非公開の議題に入ります。 

      （１４：０８） 

       

報告第２１号 文教企業委員会の所管事務調査（「教員の勤務実態」について） 

 

教 育 長 それでは，日程第５の報告第２１号「文教企業委員会の所管事務調査（「教員

の勤務実態」について）」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

髙 橋 課 長 それでは，報告２１号「教員の勤務実態について」，御説明いたします。本資

料は，本委員会で報告後，８月23日に開催されます文教企業委員会に資料提供い

たします。 
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資料の11ページを御覧ください。 

まず，１の「呉市の現状」についてでございますが，（１）にあります，呉市

立学校に在籍している全ての常勤の教職員を対象に実施しました「教職員へのア

ンケート調査」の結果から御説明いたします。 

「ア 調査結果」の（ア）「学校業務についての意識」についてでございます

が，表の上段にあります，設問ａ「児童・生徒と向き合う時間が確保できてい

る。」，設問ｂ「ａのうち，部活動，個別指導が確保できている。」につきまし

ては，いずれも，肯定的な回答の割合は，50％を少し超える程度となっておりま

す。 

次に，表の中段を御覧ください。「設問ｃ，ｄ，e」につきましては，学校の職

場環境に関する設問となっておりますが，多くの教職員が肯定的な回答をしてお

ります。 

次に，表の下段を御覧ください。最後の２つの設問fとgは，学校におけるスク

ラップ・アンド・ビルドや業務分担の見直しに関する設問となっておりますが，

肯定的な回答の割合は50％を超える程度でございます。 

次に，（イ）「１週間当たりの勤務状況」についてでございますが，表の１段

目の「平日の勤務時間外に学校で業務を行う時間の合計」につきましては，小学

校は平均11.4時間，中学校は平均11.5時間となっており，これを１日当たりの平

均時間で見てみますと，小学校が２時間17分，中学校が２時間18分となっており

ます。 

表の２段目以降は「平日に持ち帰り業務を行う時間の合計」や「週休日に学校

や家で業務を行う時間の合計」の結果を示しておりますが，１段目から全ての時

間を合計しますと，１日当たりの平均時間は，小学校が約2.9時間，中学校が約

3.1時間となっております。 

次に，（ウ）教職員の「１週間当たりの業務に係るおよその時間の合計」につ

いてでございますが，表の１段目の「授業」から５段目の「部活動」までの内容

を，『教職員の児童・生徒と向き合う時間』としておりますが，この時間の占め

る割合は，小学校が約84％，中学校が約87％を占めており，小・中学校共に，全

体の８割以上を占めております。 

なお，中学校につきましては，「授業」以外に，「部活動」の時間が大きく占

めており，土日を含めて，１日当たりで見ますと，約1.4時間となっております。 

続きまして，資料の12ページを御覧ください。 

呉市教育委員会では，今年度より，「学校事務の軽減化推進プロジェクト委員

会」を設置いたしました。 

この度，本プロジェクト委員会において，「平成28年度における学校への発出

文書の件数」について調査を行いました。 

その調査結果を（２）にお示ししておりますので，御覧ください。 

まず，表の左側「学校への発出文書」についてでございますが，国，県，市の

それぞれが，学校に対して発出する文書は合計で2,733件あり，国からの物が約

１％，県からが約65％，市が約30％の割合となっております。 

その中で，表の右側にあります「学校の作業が発生する文書」につきまして

は，合計で816件あり，国が約３％，県が約59％，市が約37％となっております。 
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いずれも，県の割合が全体の半数以上を占めておりますが，市も３割から４割

を占めております。 

続きまして，２を御覧ください。この度の調査結果を受け，次の３点を課題と

して捉えております。 

１点目，組織的なスクラップ・アンド・ビルドや業務の進捗管理の推進，２点

目，週案等の学校事務の簡略化や授業準備の効率化，３点目，教育委員会からの

発出文書の省力化及び簡略化でございます。 

続きまして，３を御覧ください。 

現在，呉市教育委員会といたしまして，次の４点に取り組んでいます。 

まず，１点目，「校務支援システム」を導入いたします。 

このシステム導入により，成績処理や通知表作成，その他，児童・生徒の情報

を共有することができるようになります。 

２点目，今年度より，「部活動休養日」を設定いたしました。 

各中学校及び呉高等学校において，週当たり１日以上の休養日を設けることと

いたしました。 

３点目，今年度，「夏季一斉閉庁」の試行実施をいたしました。 

教職員の休暇等の取得を促進させ，心身の健康増進を図ることを目的としまし

て，８月14日～16日の３日間，学校を閉庁いたしました。 

４点目，業務改善モデル校における効果的な取組の普及に努めております。 

県が，平成27年度より，業務改善モデル校を指定し，業務改善に向けた取組を

推進しており，呉市では，今年度，小学校３校，中学校３校，合計６校が県の指

定を受け，子供と向き合う時間を確保するために業務改善に取り組んでおりま

す。 

呉市教育委員会といたしましても，このモデル校における効果的な取組事例の

普及に努めているところでございます。 

最後に，４を御覧ください。 

今後，次の２点に重点を置いた取組を進めてまいります。 

１点目，「学校事務の軽減化推進プロジェクト委員会」を機能させ，教育委員

会として，学校事務の軽減に向けた取組を進めてまいります。 

２点目，昨年度から始めた，全校を対象とした業務改善に係るアンケート調査

を継続し，調査結果を校長会等において周知し，各校におきましても業務改善に

向けた意識のさらなる高揚を図り，取組を推進してまいりたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

教 育 長 ただ今，事務局から日程第５の報告第２１号「文教企業委員会の所管事務調査

（「教員の勤務実態」について）」の説明がありましたが，これについて，御質

問，御意見がありましたらお願いいたします。 

舩 尾 委 員 質問が３点あるのですが，最初２点の質問ですが，まず，小中学校の教職員の

定時時間は何時ですか。 

髙 橋 課 長 各校によって違いまして，例えば８時15分始業の16時45分終業という形で各校

によって定められています。勤務時間は７時間45分となります。 

舩 尾 委 員 帰る時間は16時45分でしょうか。 
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髙 橋 課 長 16時45分の学校もあれば16時30分の学校もあります。概ね16時30分から17時ま

での間に設定されております。 

舩 尾 委 員 そこからが時間外の業務ということですね，分かりました。もう１点が12ペー

ジの３の２の部活動に週当たり１日以上の休養日を設定というのは，週当たりの

週というのは土日以外のことですか。 

髙 橋 課 長 土日も含めまして週当たり１日ということです。 

舩 尾 委 員 時と場合によっては６日部活をする可能性があるということでしょうか。 

髙 橋 課 長 はい。 

舩 尾 委 員 ３つ目は意見なのですが，12ページの４番の１‐ア，教職員が学校において子

供と向き合う時間を確保するための調査研究とあるのですが，今後の方向性とし

てとても大事なことで必要なことだと思うのですが，この後の点検・評価でも出

てくるような教職員の資質の向上の部分ですね。時間の確保だけではなかなか教

職員が子供と向き合うかどうかまではなかなか突き詰めることはできないと思う

ので,それプラス資質の向上，例えば，ここに書いてあるような人間性や感性を磨

いていくというところも併せて力を入れていくという意見です。 

教 育 長 ほかに御発言はありませんか。  

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，本件についてはこの程度とします。 

 

教議第２９号 教育委員会事務点検・評価報告書（平成２８年度事務事業対象）」について 

       

教 育 長 次に，日程第６の教議第２９号「「教育委員会事務点検・評価報告書（平成２

８年度事務事業対象）」について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

大 森 課 長 教議第２９号「教育委員会事務点検・評価報告書（平成２８年度事務事業対

象）」について説明させていただきます。 

資料は，別冊になっておりますので，そちらを御覧ください。 

本報告書は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定に基づい

て作成・報告するものでございまして，先月28日に開催いたしました臨時教育委

員会において委員の皆様からいただいた御意見を踏まえて，報告書の最終案を提

示させていただくものでございます。 

なお，本日の説明につきましては，臨時会を受けましての変更箇所を中心に説

明をさせていただきますので，御了承ください。 

それでは，修正個所について御説明いたします。 

修正箇所は全部で４点でございます。 

まず１点目でございますが，「遠距離等通学児童生徒に対する支援」でござい

ます。評価シートは，10ページと11ページでございます。 

修正個所は11ページにございます。 

上から２段目に「課題解決の取組」とございますが，その一つ目を「ＪＲ定期

券前期分（４月～９月）については，本年６月にＪＲから，料金引換が原則のた

め，現物支給は出来ないとの回答があった。」という文章に修正させていただき

ました。従前の文章は，「ＪＲ定期券については，定期購入時期と呉市の公費支
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出の時間差が発生することを前提に実施可能な方法についてＪＲの理解を得るべ

く平成28年度は協議を行った。現在，ＪＲにおいて検討中である。」としており

ましたけれども，臨時会でも御説明いたしましたとおり，本件について，ＪＲか

らの正式な回答を今年度に受けましたので，この回答を踏まえた文章に修正させ

ていただいたものでございます。 

また，このことに伴いまして，今後の取組・方向性のうち，「ＪＲ定期代の支

払い方法のうち，前期現物支給について今後とも協議していきます。」という文

章を削除させていただいております。 

なお，前回の臨時教育委員会の時に，今回のＪＲの回答を受けて，ＪＲの方が

難しいのであれば，教育委員会側で何とか対応する方法はないかという意見をい

ただいておりました。委員会の方で，改めて財政課と協議をいたしましたけれど

も，やはり会計年度の壁，ここで言う会計年度の壁とは，例えば来年度，定期券

を現物支給しようとする時は，予算を平成30年度に立てる訳でございますけど

も，29年度中にお金を支払わなければならなくなります。平成30年度の予算を平

成29年度に支払うという会計年度の壁を超える方法が見当たらないということで

ございましたので，ＪＲ定期券前期分の現物支給につきましては見送らざるを得

ない状況でございます。  

続きまして，２点目「学校施設の耐震化」でございます。 

評価シートは，14ページと15ページでございます。 

修正個所は15ページの上段の「課題」の欄の一つ目でございます。 

従前の表現は，「国の財政状況が厳しく，事業採択が不透明」と表記しており

ましたが，臨時会の折に「事務局の方から具体的に説明してもらえれば理解しや

すいが，市民が分かりやすい表現に変えた方が良いのではないか。」という御意

見をいただいておりました。これを受けまして，補助申請時の具体的事例を文章

に入れさせていただいて，「年度当初，国に建替工事の補助申請を行っても事業

が不採択となり，後の補正申請で事業が採択されるなど，国の財政状況が厳しい

こと。」という表記に変更いたしております。 

続いて３点目では，「中学校給食の実施」についてでございます。 

評価シートは，16・17ページを御覧ください。 

修正個所は16ページの下段「達成事項（成果）」欄でございます。この中に，

平成28年度の平均喫食率と表記しておりますけども，臨時会の資料では，

「43.3％」と表記しておりましたが，正しくは「43.0％」でしたので，訂正をさ

せていただいております。 

最後の４点目は「図書館の適正な管理運営」でございます。 

評価シートは，36・37ページでございます。 

臨時会の時に，委員の方から，37ページにございます，「学識経験者の意見」

欄の２つ目，「司書資格を所持する正規職員が少ないため，業務の継続性に不安

を感じる。」につきまして，「嘱託職員も含めた有資格者数を明らかにしてほし

い。」との意見をいただいておりました。 

これを受けまして，36ページの平成28年度事業（取組）実績の１の職員数の表

がございますけども，カッコ書きで司書資格の保有者数を加え，正規職員から嘱

託職員に任用を切り替えても，有資格者を確保していることを明らかにすること
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としたものでございます。 

以上が臨時会を受けての修正箇所となります。 

なお，その他の部分につきましては，臨時会からの報告書の修正はございませ

ん。委員からいただいた御意見も参考にしながら，今後とも引き続き取組の充実

を図ってまいりたいと思います。 

本報告書は，本日の定例会にお諮りし，承認をいただいた後に，９月の市議会

に提出させていただきます。また，併せてホームページにも公開する予定として

おります。 

以上で，説明を終わらせていただきます。 

教 育 長 ただ今，事務局から日程第６の教議第２９号「「教育委員会事務点検・評価報

告書（平成２８年度事務事業対象）」について」の説明がありました。これにつ

いて，御質問，御意見がございましたらよろしくお願いいたします。 

舩 尾 委 員 全般的に質問が出たところなど，分かりやすく書き換えていただいて，疑問点

が非常に分かりやすくなったので非常に良いと思います。 

教 育 長 そのほかにございませんか。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件については原案のとおり可決してよ

ろしいですか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，よって本件は原案のとおり決します。 

それでは，次に教科用図書採択の議題に入ります前に，トピックスについて各

担当課から説明をお願いします。 

（１４：２８） 

教 育 長 それでは，次は教科用図書採択の議題となりますが，ここで休憩を１０分取り

たいと思います。 

（１４：３８） 

 

教議第３０号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（呉高等学校用） 

（１４：４９） 

教 育 長 これより，教議第３０号「平成３０年度使用教科用図書の採択について（呉高

等学校用）」を議題とします。 

採択に入る前に，事務局から総括説明を求めます。 

髙 橋 課 長 教議第３０号「平成３０年度使用教科用図書の採択について（呉高等学校

用）」について御説明いたします。 

まず，呉高等学校の教育課程等について簡単に御説明いたします。 

呉高等学校は総合学科で，進学から就職まで様々な進路希望を持った生徒が入

学してまいります。この多様な進路希望に対応できる教育課程を編成しておりま

す。 

お配りしておりますパンフレット「呉市立呉高等学校 平成28年度 学校案

内」をお開きください。見開きの左ページの中央の部分，平成29年度入学生教育

課程表（予定）を御覧ください。１年次では，音楽，美術，書道の芸術選択科目

以外は全員が共通の科目を履修し，２年次からは薄い青色に印刷されております
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選択科目が入ってまいります。ページの下段には，並列して選択科目をお示しし

ております。 

このように，幅広く用意された選択科目からそれぞれの進路希望に応じた科目

を選択し，生徒の進路実現を図ることができるようにしている点に特徴がござい

ます。 

続いて，今年度の採択方針について，御説明いたします。 

ホッチキスで閉じております教議第３０号の資料を御覧ください。 

表紙を開いていただいて，最初の２枚は採択を審議していただく教科用図書を

一覧にしたものでございます。その次のタグをつけているページから，ページ番

号を振っております。 

１，２ページには「呉市教科用図書の採択に関する規程」，３ページには「平

成30年度に呉市立呉高等学校で使用する教科用図書の採択に係る基本方針」，４

ページには「呉市立呉高等学校教科用図書採択手続要領」，５ページには「教科

用図書採択の手順【呉高等学校】」をお示ししております。 

資料の６ページを御覧ください。平成30年度に使用する高等学校用教科書の種

類数・点数一覧でございます。 

呉高等学校の教科書選定に当たりましては，このページに掲載されている第１

部の教科書から選定を行っております。 

続いて８ページを御覧ください。今年度の選定委員会等についてまとめたもの

でございます。選定委員会は，校長，教頭，２名の学校関係者評価委員，学校評

議員の計５名で構成し，２にありますとおり選定委員会を２回開催いたしまし

た。２回の会合に呉市教育委員会事務局の職員も参加しております。 

それでは，表紙をめくった最初のページにお戻りください。先ほど説明しまし

たように，本日は，これらの教科書について一括し採択していただきたいと存じ

ます。 

総括説明は以上でございます。 

教 育 長 それでは，今の総括説明を受けまして，呉高等学校で平成３０年度に使用する

教科用図書につきましては，一括して採択することにしたいと思いますが，これ

に御異議はございませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，呉高等学校で平成30年度に使用する教科用図書につ

きましては，一括して採択することに決定されました。 

それでは，続いて事務局の説明を求めます。 

髙 橋 課 長 それでは，「平成３０年度使用教科用図書選定理由書」を基に，学校が選定し

た教科書の特徴について，御説明いたします。 

９ページをお開きください。はじめに，一番上の科目「国語総合」を例に，ま

とめ方について御説明いたします。使用学年欄には，大きく３種類の書き方をし

ております。数字は学年を表し，「１必」などのように数字の後に「必」とある

のは，学習指導要領で必修科目に設定されてあるものを表し，「２・３選」など

のように数字の後に「選」とあるのは，選択科目であること，「２・３」などの

数字だけのものは，学校の判断で全員が履修することとしているものをそれぞれ

示しております。 
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一番右の欄，選定理由は二段落で構成し，①の段落では，他の発行者と比較し

ての特徴，②の段落には生徒の実態に適しているかという視点から記述をしてお

ります。 

全部で，56科目ございます。この56科目の中で，昨年度も開講していた科目の

中で，発行者を変更した科目は，17ページの一番下の段にございます「英語表現

Ⅰ」の一つでございます。理由といたしましては，昨年度別の発行者の教科書で

実施してみたところ，呉高等学校の生徒にとって発展的な内容の部分の理解がし

にくい構成になっており，１年生の全員が履修するには，もう少し分かりやすい

構成になっている教科用図書を選定した方が良いと判断したためでございます。 

それでは，具体例として３つの科目について，選定した理由を御説明いたしま

す。 

11ページの一番上から２つ目の地理Bにつきましては，帝国書院の「新詳地理

B」が選定されております。 

現在呉高等学校では，文部科学省から教育課程に関する研究指定を受け，研究

を進めております。その研究内容の重要な要素の一つに「防災」がございます。 

他の発行者と比較して，「防災」に関する視点がはっきりしていること，ま

た，構成についても日本の気象災害と，開発に伴う災害と防災が連続で記載され

ていたり，広島県の災害が事例として記述されていたりと生徒がより身近な問題

として想起しやすくなっており，呉高等学校の研究内容や生徒にとって最も適し

ていると判断いたしました。 

次に13ページ中程の「物理基礎」につきましては，啓林館の「考える物理基

礎」及び「考える物理基礎 マイノート」が選定されております。 

他の発行者と比較して，「質量」と「重量」の違いなど質量の考え方が丁寧に

扱われていることや「波動」と「円運動・単振動」との関係が理解しやすいよう

に，グラフや図などで視覚的に分かりやすく記載された状況になっています。 

生徒の実態の視点については，連動しております別の教科書「考える物理基礎

マイノート」があるため，基礎的な事項の確実な習得に役立ち，重要なポイント

を整理しやすくなっております。 

また，「物理基礎」は，幅広い学力の生徒が履修しますので，基礎的な内容か

ら探究的な活動までを扱っている本教科書は，呉高等学校の生徒に適していると

考えます。 

最後に18ページの上から３番目の「社会と情報」につきましては，第一学習社

の「高等学校 改訂版 社会と情報」が選定されております。 

他の発行者と比較して，表記が簡潔で専門用語の解説等も分かりやすく表現さ

れており，実習に関する内容も多く取り上げられています。 

生徒の実態の視点につきましては，単元の導入や実習の説明などにイラストや

漫画を取り入れ，情報の学習に対して興味・関心や知識に差のある呉高等学校の

生徒に，分かりやすい工夫がなされています。 

また，５章にございます「総合実習」には，企画から情報発信までのプロセス

や方法が示されており，発展的な学習につなげたり，他教科等の学習を発信した

りすることに活かすことも可能な内容になっております。 

以上の３つの科目を例として御説明いたしましたが，それ以外の科目につきま
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しても，同様の視点で調査・研究し，使用することが適切であると判断したもの

でございます。 

それでは，しばらくお時間をいただきまして，教科書を御覧いただけたらと思

います。 

なお，これから回覧します３つの科目の教科書については，説明しました特徴

に該当する部分に付箋を入れておりますので御覧いただけたらと思います。 

 （しばらく時間をとる） 

教 育 長 ただいま事務局の方から御説明がございましたが，御質問がありましたらよろ

しくお願いいたします。 

香 川 委 員 選定委員会は２回実施されたことが先ほどの資料で分かりますけど，調査・研

究委員会は何回実施されたのでしょうか。 

髙 橋 課 長 御質問にありました調査・研究委員会につきましては，教科によって異なりま

すけれども，多いところで11回，少ないところで３回，11教科で平均すると5.5回

実施している状況でございます。 

教 育 長 そのほかに御質問はございませんか。 

水 野 委 員 この学校案内を見てみますと，この選定理由書の一覧に載っていない科目があ

るのですが，これはどういうことなのでしょうか。 

髙 橋 課 長 学校案内にあるものが選定理由書に載っていないということでございますが，

例えば，高等学校では，地域とか学校とか生徒の実態，また，学科の特色等に応

じて，特色ある教育課程を編成するために学校設定科目を設けることができるよ

うになっております。この学校設定科目は，各学校で名称や目標，内容，単位数

等を定めることができるようになっております。先ほど説明した「防災」などが

これに当たるものでございまして，学校設定科目のようなものがあると考えてい

ただければと思います。 

教 育 長 そのほかに御質問はございませんか。 

森 尾 委 員 特進クラスと普通クラスでは教科書が違うのでしょうか。 

髙 橋 課 長 御質問にありました特進クラスと普通クラスでは教科書や教材は同じものを使

用しております。ただ，特進クラスでは，発展的な内容のものをより多く時間を

かけて学習している状況でございます。 

教 育 長 ほかに御発言はありませんか。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，呉高等学校で平成３０年度に使用する教科用図書

は，原案のとおり採択することに御異議はございませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，よって，呉高等学校で平成３０年度に使用する教科

用図書は，原案通り採択することに決定されました。 

説明員が交代いたします。 

 

教議第３１号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（小・中学校特別支援学級用） 

 

教 育 長 これより，日程第８の教議第３１号「平成３０年度使用教科用図書の採択につ

いて（小・中学校特別支援学級用）」を議題とします。 
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採択に入る前に事務局から総括説明を求めます。 

金 本 課 長 それでは，教議第３１号「平成３０年度使用教科用図書（小・中学校特別支援

学級用）の採択について」御説明いたします。 

特別な教育課程を編成している特別支援学級では，児童生徒の実態に合わせ，

適切な教科用図書を，毎年，採択することとなっております。 

採択基準につきましては，お手元に資料を用意させていただいておりますが，

資料１の１ページにございます。 

１ページの下段になりますが，「２ 方法，組織及び手続き」の（１）にありま

すように，「文部科学大臣の検定を経た教科用図書」，「文部科学省著作教科用

図書」及び「学校教育法附則第９条の規定による教科用図書」以上３種類の中か

ら採択できるようになっています。 

まず，この３種類の教科用図書について御説明いたします。 

１つ目は，文部科学大臣の検定を経た教科用図書でございます。 

特別支援学級では，教科用図書として，まず当該学年の「検定済教科用図書」

が適切かどうか，児童生徒の実態から審議をし，適切でない場合には，下学年の

「検定済教科用図書」について審議いたします。 

２つ目は，「文部科学省著作教科用図書」でございます。資料２を御覧くださ

い。 

これは，知的障害の特別支援学校用の教科用図書になりますが，「著作教科用

図書」と呼んでおります。 

この「著作教科用図書」につきましては，「国語」「算数・数学」「音楽」に

ついてのみ発行されておりまして，発行元は，「国語」「音楽」が東京書籍，

「算数・数学」が教育出版社となっております。 

お手元にございます，☆印のついたものを「☆（ほし）本」と呼んでおりま

す。 

資料２の１～３ページに，特別支援学校学習指導要領に記載されております

「国語科」「算数科・数学科」「音楽科」の各目標と観点，４つの段階について

示しており，☆の数は，その４つの段階に合わせた数を表しております。 

各学校とも実際の「著作教科用図書」を参考にし，児童生徒の実態にあったも

のを選定しております。 

先ほどの「検定済教科用図書」が適切でない場合に，この「著作教科用図書」

を審議することとなります。 

お手元に，黄色の付箋を付けた「著作教科用図書」２冊用意しておりますの

で，しばらく御覧ください。 

３つ目につきましては，「学校教育法附則第９条の規定による教科用図書」で

ございます。これを「一般図書」と呼んでおります。 

資料３を御覧ください。 

もともとは，教科書として作成されたものではない図書がほとんどでございま

すが，児童生徒の実態によりましては，教科書の役割を果たすものとして認めら

れた教科用図書でございます。 

資料３の４ページから９ページにわたりまして，平成30年度に使用できる「一

般図書」の一覧を載せております。 
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児童生徒の実態から，「検定済教科用図書」，「著作教科用図書」が適切でな

い場合に，この「一般図書」を選定することとなります。 

お手元に，黄緑色の付箋を付けた「一般図書」２冊用意しておりますので，し

ばらく御覧ください。 

以上３種の教科用図書のうち，いずれか１種を教科ごとに使用することが可能

となっております。 

選定に当たりましては，資料１の３ページに示しております手順に従いまし

て，学校ごとに選定理由を慎重に審議し，４ページから示しております様式によ

り提出させております。 

本日は，学校から提出された特別支援学級に在籍する児童生徒の教科用図書に

つきまして，一括して採択していただきたいと存じます。 

総括説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

教 育 長 それでは，ただ今の総括説明がございましたけれども，呉市立小・中学校の特

別支援学級で使用する教科用図書につきましては，一括して採択することにした

いと思います。 

これに御異議はございませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長  御異議なしということで，呉市立小・中学校の特別支援学級で使用する教科用

図書につきましては，一括して採択することに決定されました。 

 それでは，事務局の説明を求めます。 

金 本 課 長 それでは，各小・中学校が選定しました教科用図書につきまして，少し説明を

させていただきます。 

資料４を御覧ください。資料４を一枚めくっていただきますと，学校ごとに教

科書の選定をしたものを一覧にしております。 

この表は，「平成30年度特別支援学級在籍予定者」について，学校ごとに示し

たものでございます。 

表の左から，学校名，障害種別，児童生徒の学年，選定した「検定済教科用図

書」「著作教科用図書」「一般図書」の順に，個別にまとめたものとなっており

ます。 

それではここで，選定の詳細について，お手元の資料５の２ページに示してお

ります「●●小学校 知的障害 特別支援学級 第●学年」の児童を例に，御説明い

たします。 

まず，国語及び算数については，「著作教科用図書」の「こくご☆☆(ほし

に)」，「さんすう☆☆(ほしに)」を選定しております。 

選定理由として，国語につきましては，「平仮名を読むことや書くことに興味

をもっており，文字から言葉，さらには文づくりへの学習を進めていくのに適し

ているため」との報告を受けております。 

また，算数につきましては，「数の概念をとらえる算数的操作を行い，１から

10の数について理解を深める学習に取り組んでいる実態から，数の指導を行うの

に適しているため」との報告を受けています。 

次に，音楽につきましては，当該学年の「検定済教科用図書」を選定しており

ます。 
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選定理由としましては，「音楽に合わせて歌ったり体を動かしたりすることが

大好きな実態から，友達と一緒に歌ったり演奏したりする楽しさを味わせるのに

適しているため」との報告を受けています。 

続いて，生活科では，「一般図書」２冊を選定しております。 

この２冊につきましては，いずれも先ほど説明しました，資料３にございます

「平成３０年度使用 一般図書一覧」の中から選定しており，選定理由といたしま

しては，１冊目が「自由な発想で思い思いに色を塗って完成させることができる

ようになっており，心を解放し，手先を使った作業をするのに適しているた

め」，２冊目が「時計の針を操作しながら絵本を読み進め，楽しく時計に触れる

ことができるようになっている。」「生活の中で欠かすことのできない時刻を読

むことに意識を向ける学習を行うのに適しているため」との報告を受けていま

す。 

最後に，「特別の教科 道徳」につきましては，「一般図書」の中から選定し

ております。 

選定理由としましては，「安全な生活を送るための判断力を養い，態度を身に

付ける学習を行うのに適しているため」との報告を受けています。 

以上のように，特別支援学級に在籍する児童生徒が使用する教科用図書につき

ましては，「検定済教科用図書」「著作教科用図書」「一般図書」の中から，児

童生徒の実態に応じて，適切に選定されております。 

説明は以上でございます。御審議のほど，よろしくお願いいたします。 

 （しばらく時間をとる） 

教 育 長 ただいま御説明がございましたけれども，この件につきまして，御質問があり

ましたらお願いいたします。 

水 野 委 員 資料５の２ページ「選定理由書」には，「道徳」についても選定されているの

ですが，来年度から小学校で始まる「道徳」の教科用図書について，特別支援学

級では，どのように選定していかれたのでしょうか。 

金 本 課 長 「特別の教科 道徳」の教科用図書の採択についての御質問でございますが，他

の教科と同様に，各学校において，一人一人の児童の実態に合わせたものを選定

しております。 

その際，まずは当該学年の「検定済教科用図書」が適切かどうかを審議し，適

切でない場合には，下学年の「検定済教科用図書」，さらには「学校教育法附則

第９条の規定による教科用図書」，いわゆる「一般図書」について審議し，最も

適切な教科用図書を選定することとなります。 

教 育 長  そのほか御質問はございませんでしょうか。 

舩 尾 委 員 先ほどされた質問と同じく，資料５の２ページにある「選定理由書」の内容に

ついて伺います。 

「選定理由書」の「道徳」の欄の上に「生活」がありますけど，この子供さんの

場合は，「検定済教科用図書」の欄に斜線が引いてあります。「一般図書」から

のみ選定できるものと考えられますが，この点についてもう少し詳しく教えてい

ただきたい。 

金 本 課 長 資料５の２ページに示しております児童についてでございます。この児童につ

きましては，「知的障害者を教育する特別支援学校の教育課程」を参考としてお
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りまして，「生活科」につきましては，「特別支援学校学習指導要領」に示す

「小学部」の「生活科」を学習することとしております。 

特別支援学校の「生活科」におきましては，「検定済教科用図書」や「著作教

科用図書」がないことから，「一般図書」の中から，児童の実態に合わせて最も

適切な教科用図書を選定することとなります。 

教 育 長  そのほかに御意見はございませんか。 

香 川 委 員 

 

呉市内の小中学校の特別支援学級というのは，学級数も児童数も年々増加して

いるのですが，多くの子供たちが通っており，一人一人の実態に応じた教育活動

が日々行われていると聞いております。 

教科用図書の採択について説明を聞いたり，教科用図書を拝見させてもらった

りする中で，改めて，各学校の先生方が，子供たち一人一人の教科用図書につい

て，丁寧に審議し，選定しておられることがよく分かりました。 

今後も引き続き，呉市の特別支援学級に通う子供たちのために，教育委員会と

各学校との連携の下に，丁寧な対応をよろしくお願いしたいと思います。 

それからもう１つ，資料５の●●小学校の例がこうやって出ているのですが，

こういうのは各学校の子供たち全て一人ずつに作られているのでしょうか。 

金 本 課 長 仰せのとおり一人一人について作成しております。 

香 川 委 員 はい，ありがとうございます。 

教 育 長  そのほかに御発言はございませんでしょうか。 

  （なしの声） 

教 育 長  御発言なしということで，呉市立小・中学校の特別支援学級で使用する教科用

図書は，原案のとおり採択することに御異議はございませんか。 

  （異議なしの声） 

教 育 長  御異議なしということで，平成30年度に呉市立小・中学校の特別支援学級で使

用する教科用図書は，原案どおり採択することに決定されました。 

 説明員が交代いたします。 

 

教議第第３２号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（小学校用「特別の教科 道

徳」） 

 

教 育 長 教議第第３２号「平成３０年度使用教科用図書の採択について（小学校用「特

別の教科 道徳」）」を議題とします。 

事務局から総括説明をお願いします。 

髙 橋 課 長 教議第３２号「平成３０年度使用教科用図書の採択について（小学校用「特別

の教科 道徳」）」の採択について御説明いたします。 

お手元にございますＡ４縦の資料を１枚めくっていただいて，資料の１ページ

「教科用図書採択スケジュール」を御覧ください。 

小・中学校の教科用図書の採択は，通常４年ごとに実施しております。小学校

につきましては，平成26年度に，中学校につきましては，平成27年度にそれぞれ

採択事務を行いました。 

本年度の採択事務は，平成27年３月に学習指導要領の一部改正が告示され，来

年度，小学校で「特別の教科 道徳」が実施されることに伴い行うものでござい
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ます。 

これまでの「道徳の時間」がこの度「特別の教科 道徳」として実施されるこ

とに至った経緯について，資料にはございませんが，もう少し詳しく御説明させ

ていただけたらと思います。 

道徳教育は，人が一生を通じて追求すべき人格形成の根幹に関わるものであ

り，道徳教育を通じて育成される道徳性は，「豊かな心」はもちろん，「確かな

学力」や「健やかな体」の基盤として，「生きる力」を育むために極めて重要な

ものと捉えております。 

学習指導要領解説によると，これまで，学校における道徳教育は，道徳の時間

を要にして学校の教育活動全体を通じて行うものとされ，確固たる成果を挙げて

いる学校がある一方で，道徳の時間が各教科等に比べて軽んじられていること，

登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例があることなど，多

くの課題が指摘されてきました。 

そこで，平成26年に中央教育審議会が，「道徳の時間を『特別の教科 道徳』

として位置づけること」など，学習指導要領の改善の方向性を示しました。この

答申を踏まえ，平成27年３月に学習指導要領の一部改正が告示され，小学校は平

成30年度，中学校は平成31年度から「特別の教科 道徳」いわゆる「道徳科」が

実施されることとなりました。今回の改正では，「いじめ問題への対応の充実」

や「発達段階をより一層踏まえた内容の改善」，「問題解決的な学習を取り入れ

るなどの指導方法の工夫」を図ることが示され，発達の段階に応じ，答えが一つ

ではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が自分自身の問題と捉えて向き合う

「考え，議論する道徳」へと転換を図っています。また，道徳科実施の具体的な

ポイントとして，「検定教科書の導入」が挙げられ，これまで採択手続きを行っ

てきており，本日採択について審議していただくところでございます。 

採択の手続につきましては，先ほど呉高等学校の資料にございました「呉市教

科用図書の採択に関する規程」，資料２ページにございます「平成３０年度使用

教科用図書（小学校「特別の教科 道徳」）の採択手続について」，そして，資

料３・４ページ「平成３０年度に呉市立小・中学校で使用する教科用図書の採択

に係る基本方針について」，資料５・６ページ「平成３０年度使用教科用図書

（小学校「特別の教科 道徳」）採択のための調査・研究要項」を基に，調査・

研究委員会，選定委員会をそれぞれ３回ずつ実施してきたところでございます。 

調査・研究委員会，選定委員会では，教科書目録に登載されている全ての見本

本について，調査・研究，審議を行いました。その際，本日別冊でお配りしてお

ります広島県教育委員会の「選定資料」も参考にしておりますことを申し添えま

す。 

そして，お手元にございます別冊資料「平成２９年度呉市教科用図書選定委員

会 総合所見」が，８月21日に選定委員長から教育長へ報告された総合所見でご

ざいます。 

本日は，選定委員会委員，道徳部会代表の阿賀小学校山下校長が，総合所見の

内容について御説明させていただきます。 

以上でございます。御審議のほど，よろしくお願いいたします。 

教 育 長 ただ今の総括説明がございました。この後，選定委員の方から説明をしていた
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だきますけれども，総括説明に限って，御質疑・御意見等がございましたらお願

いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしと認めます。 

続いて，選定委員，道徳部会代表の山下校長に説明をお願いいたします。 

山 下 校 長 「特別の教科 道徳」の総合所見について説明いたします。 

この総合所見は，調査・研究委員会から提出されました調査研究報告書を基

に，第２回選定委員会，第３回選定委員会において，審議し作成したものです。 

総合所見の１ページを御覧ください。１ページは，第１回の選定委員会で決定

し，調査・研究委員会に示した教科用図書の調査・研究の観点，視点及び方法で

す。教科用図書を調査・研究するための観点として，「基礎・基本の定着」，

「主体的に学習に取り組む工夫」，「内容の構成・配列・分量」，「内容の表

現・表記」，「言語活動の充実」の５つを設定しました。この５つの観点は，

「平成３０年度に呉市立小・中学校で使用する教科用図書の採択に係る基本方

針」に示されたものであり，広島県教育委員会が示した調査研究の観点とも同一

のものです。 

また，より具体をもって調査・研究を行うために，各観点において「視点」を

設定し，①～⑫の番号を記しております。また，それぞれの「視点」ごとに，

「方法」を設けました。 

続いて２ページを御覧ください。 

小学校用「特別の教科 道徳」につきましては，８つの発行者から教科用図書

が発行されています。総合所見について，一番上の東京書籍を例に説明させて頂

きます。 

「総合的な所見」にある「１」は観点１を，「①，②，③」は視点を示してい

ます。調査・研究委員会から報告された「調査・研究報告書」を基に，視点ごと

に特徴をまとめ，さらに，観点ごとに「特に優れている」と考えられるものには

【◎】，「優れている」と思うものには【○】を付けています。以下同様に，８

つの発行者について，特徴を記述し，優れていると考えられるものに印を付けて

います。 

次に，Ａ３版の資料を御覧ください。これは，先ほどの総合所見に記載してい

ることを，観点・視点ごとに各発行者を比較して見られるようにしたものです。 

御覧のように５つの観点から分析しておりますが，本日は，特徴がよく分かる

【観点２，観点３，観点５】について説明いたします。 

なお，総合所見にも，発行者名を文部科学省から発行されている教科書目録の

表記に併せて，略称で表記しております。本日も，発行者については略称で説明

させていただきますことを御了承ください。 

また，説明の中で視点ごとの特徴の違いについても触れますので，必要であれ

ば，お手持ちの資料に書き込んでいただければと思います。 

Ａ３版の縦の観点別の資料を御覧ください。２枚目にございます13ページ【観

点２】主体的に学習に取り組む工夫についてです。 

視点④「問題解決的な学習を取り入れた工夫」につきましては，児童が自ら進

んで考えてみようという気持ちになるような工夫があり，学習の見通しが持てる
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ものが良いとの考えから，東書，日文，学研を「優れている」としました。例と

して日文の教科書第５学年，70，71ページを御覧ください。ここにありますよう

に，どうやって自分の考えを持ち，何について話し合っていけば良いかという学

習の見通しが具体的に持てるような構成になっています。 

続きまして，東書の教科書第５学年，25ページを御覧ください。東書は，この

ように，問題解決的な学習には，紙飛行機マークのとびらのページを設け，

“「きまり」や「約束」 生活をきゅうくつにするものなのか？”というような

問いを載せています。続いて，29ページを御覧ください。さらに考えるステップ

というものを設けて，何をどのように考えていくのか見通しが持てる流れを示し

ているところでございます。 

続いて視点⑤でございます。視点⑤の「体験的な学習を取り入れた工夫」につ

きましては，役割演技や動作化を取り入れるなど，体験的な学習を効果的に位置

づけることで，児童の道徳的価値の理解は一層進むとの考えから，教出，光村，

日文を「優れている」といたしました。 

続いて視点⑥でございます。視点⑥の「自己の生き方につなげるための工夫」

につきましては，実生活に生かすための具体的な働きかけがあると，自己の生き

方につなげて考えやすいとの判断から，東書，学図，光村，日文，光文，学研を

「優れている」としました。例としまして，日文の第６学年の教科書96，97ペー

ジを御覧ください。「食について考える」といった実生活と結びついた内容が取

り上げられています。続きまして，学研の教科書第５学年，54ページを御覧くだ

さい。ここには体操の内村航平選手が載っておりますが，このように，子供たち

にとって，その人の生き方に共感しやすい，また現役で活躍するスポーツ選手を

扱ったものが取り上げられております。 

以上のことから，【観点２】につきましては，日文を「特に優れている」，東

書，光村，学研を「優れている」といたしました。 

次に，資料３ページ【観点３】内容の構成・配列・分量を御覧ください。 

視点⑦の「分量や内容項目の数」につきましては，発行者によって版の大きさ

や別冊の有無に違いがあります。この点につきましては，選定委員会でも各社の

特徴や良さについて十分協議いたしました。その結果，児童にとって版の大きさ

が扱いやすいことと，呉市の実態から考えると，発問に対して書き込む欄等が示

されている別冊がない方が学習展開や年間指導計画を柔軟に設定しやすいのでは

ないかとの考えから，東書，教出，光文を「優れている」といたしました。 

続いて視点⑧「現代的な課題等を踏まえた内容の示し方」につきましては，現

代的な課題の中から「いじめ」と「情報モラル」について，扱い方にどのような

特徴があるかを調査研究しております。８社とも，「いじめ」につきましては，

全学年で扱っておりますが，「情報モラル」については，全学年で扱っているも

のと３学年以上で扱っているものの違いがありました。このことにつきまして，

発達段階に応じた系統的な指導ができることから，「いじめ」「情報モラル」と

も全学年で扱っているものの方が良いとの考えに立っております。では，２つの

課題とも全学年で扱いがあるものを例に挙げて，具体的に説明いたします。 

まず，東書です。東書の教科書第１学年の目次を開いてください。東書は，こ

こにありますように，全学年で「いじめのない世界へ」というユニットを設定し
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ており，重点的な扱いができるようになっています。また，「情報モラル」につ

いても，第１学年の106ページ，ここでは「いたずらがき」というテーマを扱って

おります。これが第２学年になりますと，「ゲームやテレビの話は本当のこと」

といったことや「命が大切な理由を考えよう」というようなことを扱ったりして

おり，発達段階に応じた指導がしやすくなると考えております。 

続いて，学図です。学図の教科書第１学年の目次を開いてください。１ページ

「読み物コラム」という枠がありますが，「情報モラル」に関しては，全学年と

も，読みものコラム「言葉・情報モラル」という３，４ページを設定していま

す。具体的には65ページを御覧ください。このように，言葉遣いや話し方を扱っ

ていて，子供たちの発達段階に応じた指導がしやすくなっています。 

今説明させていただきました東書や学図のように，携帯電話等やパソコンを扱

う機会が少ないと思われる低学年からでも，発達段階に応じた「情報モラル」指

導をしていくことは大変重要であると考えます。先ほど見ていただいたように，

低学年において，相手が嫌な気持ちになるような言葉を落書きしたり，言ったり

することを扱った教材は，子供たちにとって大変身近であり，かつ考えやすい教

材です。低学年からしっかりと考え，それ積み上げていくことで，「情報モラ

ル」を高めることにつながると考えています。 

続いて，光文です。光文の教科書第４学年の目次を開いてください。光文は，

左のページ下５行目にいじめに関するものとして，ちびまる子ちゃんのコラムを

設けて系統的に設定しています。ここに絵文字があろうかと思います。具体的に

は，158ページを御覧ください。このように 「ちびまる子ちゃんと考えよう」

（みんななかよし 楽しい学校）というコラムが全学年にあります。これが，光

文の特徴でございます。 

続いて，学研です。学研の教科書第３学年，第４学年の目次を御覧ください。 

「いじめ」の扱い方として，第３学年と第４学年に「いじめ」に関する教材の

ユニットが組んであります。 

第３学年で言いますと，２ページの真ん中「友だちと仲よく」というところ

で，３つの教材を組んでおります。第４学年になりますと，「みんなと仲よく」

という形で３つの教材を組んでおります。このように，学研はいじめに関しまし

て，中学年で重点的な扱いができるようになっています。 

これらのことから，東書，学図，光文，学研を「優れている」としました。 

以上のことから，【観点３】におきましては，東書，光文を「特に優れてい

る」，学図，教出，学研を「優れている」といたしました。 

さらに２ページ開いていただきまして，【観点５】言語活動の充実を御覧くだ

さい。 

視点⑪の「自分の考えを伝え合う活動の工夫」につきましては，「考え・議論

する」道徳の時間にしていくために，それぞれの教材に話合いを促す発問や活動

が示されてあると効果的に話合いを進めることができるとの考えから，学図，教

出，日文，光文，学研を「優れている」といたしました。 

視点⑫の「自分の考えをまとめたり，振り返ったりする活動の工夫」につきま

しては，振り返りの回数や時期など工夫は各社様々でございますが，選定委員会

で協議を重ねた結果，学期に１回程度の振り返りがあれば，児童自身がその成長
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に気付きやすいのではないかとの考えから，東書，日文，光文を「優れている」

といたしました。その具体を挙げて説明させていただきます。 

まず，東書です。東書の第１学年教科書110ページを御覧ください。このよう

に，東書の第１学年は，教材名を１ページに示し，学習後に色塗りをする振返り

と，下にあります２学期からは，学期ごとに心に残ったことなどを記述する振り

返りができるようになっています。 

第２学年以上からでございますが，自らの学びや成長に気付くことができるよ

うに，振り返りとして考えたことや学んだこと等を学期ごとに記入できるように

なっております。第６学年の教科書183ページを御覧ください。次のページから２

学期，３学期という風になっております。 

次に，日文です。日文は，別冊がございます。第６学年のノート２ページ，３

ページを御覧ください。ページの最後になりますけれども，別冊ノートに毎時間

の学習について○を付けて自己評価する欄がございます。それから，巻末41ペー

ジを御覧ください。このように，どの学年にも，「道徳の学習で学んだことを書

きましょう。」が設けてあり，心に残った話とその理由や保護者からの一言を記

入できるようになっております。 

続いて光文です。光文の第１学年教科書の巻末を御覧ください。折り込みが入

っており，「まなびの あしあと」を折り込みページに設けてあります。第１・

２学年は，毎時間の授業後の気持ちを顔マークで表すようになっております。ま

た，学期ごとのまとめが書けるようになっております。 

これが，第３学年以上になると変化しますので，第５学年教科書の巻末の「学

びの足あと」を御覧ください。 

第３学年以上は授業後の気持ちを心の矢印で表し，一言を記入する欄と，それ

に加えた学期ごとの振り返りを記入する３か所の「まとめ」の欄があり，自分の

学びや成長に気付くことができる工夫が見られます。 

以上のことから，【観点５】におきましては，日文，光文を「特に優れてい

る」，東書，学図，教出，学研を「優れている」としました。 

なお，【観点１】【観点４】につきましても，他の観点と同様に，「特に優れ

ている」ものは◎，「優れている」ものは〇で示しています。 

【観点１】から【観点５】までの評価を総合的に判断しまして，東書を特に優

れている，日文，光文を優れているといたしました。 

総合所見についての説明は以上でございます。 

教 育 長 少し時間を取りますので，教科用図書の見本本を御覧ください。 

 （しばらく時間をとる） 

教 育 長 先ほど選定委員会の方から説明がございましたけれども，御質問がありました

らよろしくお願いいたします。 

森 尾 委 員 視点②の主題名の示し方につきまして，やはり教科書でありますと，視覚的に

どのような違いがあるのか，ということは大変重要なことだと思います。具体的

には，どのような違いがあるのでしょうか。 

山 下 校 長 発行者によって，教材ごとに主題名を示しているもの，同じ内容項目でまとめ

て主題名を示しているもの，目次にあっても本文を開いた所には主題名を示して

いないものなど違いがありました。 
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例えば，学図の第１学年の教科書10ページを開いていただけますでしょうか。

教材名は「みなちゃんの筆箱」でございますが，主題名は「ものをたいせつに」

といったことが示されております。次のページを開いていただくと，「『ありが

とう』のきもち」というように主題名が示してあります。さらにその次のページ

には，「みんなのためにはたらく」と記されております。子供たちにとって，こ

のような示し方があると，「ものを大切にするとはどういうことなのだろう。自

分は，こんなふうにしてものを大切にしていこう。」というような「今日は，何

を学ぶのか」ということを理解しやすいという点で，適していると考えます。同

様の示し方をしているものに，日文，光文があります。 

森 尾 委 員 今の説明でよく分かりました。教材名の隣に主題名がありますと分かりやすい

と思います。 

教 育 長 よろしいですか。その他いかがでございましょうか。 

水 野 委 員   視点③「ねらいに迫るための発問の示し方」について，私も選定委員会を傍聴

させていただきましたので，この点についてもしっかり議論されたことは分かる

のですが，ねらいに迫るための発問の示し方というと，どういう点が決め手とな

るのでしょうか。 

山 下 校 長 この度，道徳も教科化を迎え，他の教科と同様に，子供たちが自ら考えたい，

進んで友達と議論してみたいと思うような授業づくりが求められています。この

ような主体的な授業づくりを工夫し，ねらいに迫るために，教科書のどこにどの

ような発問がどのくらいあると適当であるか，ということを重視して調査研究を

進めてまいりました。 

その点において，発問の数が多すぎたり，別冊等への書き込みを促すような記

載が多すぎたりしますと，主体的な学びにつながりにくいと考え，教材名の下や

教材の終わりといった決まった場所に２個程度の発問があると使いやすいと考え

ての所見としております。 

水 野 委 員 発問も必要だけれど，多すぎると難しくなってしまうこともあるということで

すね。 

教 育 長 よろしいですか。 

水 野 委 員 はい。よく分かりました。ありがとうございました。 

教 育 長 その他いかがでしょうか。 

香 川 委 員 視点⑤の「体験的な学習を取り入れた工夫」というと，主にはどのようなもの

が掲載されているのでしょうか。 

山 下 校 長 学習指導要領の「特別の教科 道徳」において，実際に挨拶や丁寧な言葉遣い

をしてみるなど道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れることが大切にされ

ています。ですから，登場人物の置かれている状況を把握したり，気持ちを考え

たりするための役割演技や動作化を取り入れることを，体験的な学習において重

視しております。 

教科書でいいますと，教出の第５学年教科書８，９ページを御覧ください。こ

のように，朝の挨拶をやってみて，その時の気持ちを話し合うという場面がござ

います。続きまして，34ページを御覧ください。ここでは，登場人物になって話

し合ったりするようなものが示されております。次に，日文の第６学年教科書48

ページを御覧ください。このように，「車いすの人が困っている時，あなたなら
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どうしますか」と，この場面を体験させて考えさせるというものもあります。 

香 川 委 員 ロールプレイングみたいな役割演技をしたり，また動作化したりするのは大切

なことがよく分かりました。私たちが子供の頃は主体的な学びができていなかっ

たなと思いました。この教科書を見てすごく主体的な学びが取り入れられてい

て，私たちは先生が言われるままで，自分の意見をあんまり言ったりしていなか

ったような気がします。 

教 育 長 他に御意見等ございませんか。 

舩 尾 委 員 意見ですが，視点⑥にあります「自己の生き方につなげるための工夫」につい

て，教科書を見たのですが，子供たちの共感を呼びそうな，オリンピックで活躍

するスポーツ選手や先人の生き方に触れお話，また，「食」や「命」について考

えることができる題材を扱っている教科書がたくさんあって，大変工夫されてい

ると思いました。 

教 育 長 その他ございませんでしょうか。 

水 野 委 員 視点⑦について，別冊がある場合とない場合の違いを，もう少し詳しく説明し

ていただけませんか。 

山 下 校 長 別冊には，発問やそれに対する考えを書く欄等がありますので，別冊がありま

すと，子供はもちろん，指導者もどうしても全て使わなくてはならないという思

いに縛られてしまう面があります。また，別冊には詳しく発問が示してあるもの

もあるため，指導者の工夫がしにくくなる面もございます。 

こういった意味では，別冊がない方が，呉市の先生方は，これまで研究開発し

てきた教具やワークシートを生かしたり，「呉の道徳自作資料集」等を活用した

りしやすいと考えております。 

水 野 委 員 このことは選定委員会でもよく議論されていたようですね。呉の子供たちや先

生方にとって使いやすい教科書を選ぶべきだと思うので，大切なことではないか

と思います。 

教 育 長 その他いかがですか。 

森 尾 委 員 視点⑧について，「いじめ」に関する教材は，ユニットがあったり全学年を通

して系統的に考えられているコラムがあったりするなど，どのものも大変重要視

し全学年で扱っていることが分かりました。先ほど説明があったように，「情報

モラル」につきましても，発達段階に合わせて第１学年から指導していくことが

大切なのだなと思いました。そういう意味では，東書や学図，光文，学研が良い

ということですね。 

教 育 長 他に御意見等ございませんか。 

香 川 委 員 視点⑩ではイラスト・写真・図表等，キャラクターやマークの扱い方とありま

すが，例えばキャラクターの扱い方には，何か違いがあるのでしょうか。 

山 下 校 長 キャラクターにつきましては，学図，教出，学研，あかつきはキャラクターを

設定しておりません。 

設定している例として，東書は「こころん」というキャラクターを全学年統一

して設定しております。そして，そのキャラクターとともに発問を提示すること

で，児童に考えさせたいことを明確に捉えさせることができる効果があると考え

ています。 

第６学年の目次を御覧ください。左下にいるのが「こころん」です。このよう
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に「いっしょに学習を進めよう。」と呼びかけております。 

さらに本文の中では，23ページを御覧ください。このようにどの教材にも「こ

ころん」が，子供たちに考えさせたいことなどを言葉で投げかけるようになって

います。 

教 育 長 よろしいですか。 

香 川 委 員 分かりました。このような提示の仕方だと子供たちは，分かりやすいのではな

いかと思います。やる気が出ることもあるのでしょうね。 

教 育 長 その他，御意見等ございませんか。 

舩 尾 委 員 視点⑪の話合い活動については，教科書には具体的にはどのように示してある

のですか。 

山 下 校 長 道徳の教科化に向けましては，「考え，議論する道徳」への転換が求められて

います。道徳的な問題を自分のこととして捉え，議論することを通して考えを深

めたり広げたりすることをねらいとしています。そのためには，どこで，どんな

ことを話し合うのかということを明確に示してある教科書の方が，活用しやすい

と考えております。 

例えば，教出の第６学年31ページを御覧ください。「学習の手引き」がござい

ますが，そこに発問を掲載しており，その中に「手品師はどうして男の子のとこ

ろへいったのでしょう。話し合ってみましょう。」といった，話合いを促す発問

が設定してあります。 

また，日文の第６学年18ページを御覧ください。「自由と責任について考えて

みよう。」でございますけど，そこでは学習の流れとともに，話合いの場を具体

的に示しています。 

舩 尾 委 員 今の説明ですと，かなり具体的に示してあるのがよく分かりました。 

教 育 長 質問はその他いかがですか。 

森 尾 委 員 視点⑫の振り返りにつきまして，学期に１回程度ということが挙げられていま

すが，学習の振り返りは毎時間するものではないのでしょうか。 

山 下 校 長 もちろん，これまでどおり毎時間の振り返りも大切でございます。さらに，子

供たち自身が自らの成長に気付くためには，一定期間が必要であると考えます。

そのため，学期ごとでの振り返り，その時の自分の思いを書いて記録を残し，前

回と今回の記述を比較することが効果的であると考えています。 

そういう意味で，教科書としては，東書，日文，光文で工夫されているような

振り返りの掲載が適当であると説明させていただきました。 

森 尾 委 員 よく分かりました。これまでの説明をお聞きして，最初に挙げてもらったよう

に，私は，東書か日文か光文が良いように思いますが，他の皆さんはいかがでし

ょうか。 

教 育 長 今，森尾委員より，意見が出ておりますが，他の皆さんはいかがでしょうか。 

水 野 委 員 私も，良いと思います。中でも東書は，全ての観点で，優れていると判断でき

るのではないのでしょうか。 

香 川 委 員 はい，私も総合的に見て，東書が良いと思います。 

舩 尾 委 員 私も皆さんと同じように，東書が良いと思います。 

教 育 長 その他，御意見はございませんでしょうか。 

 （なしの声） 
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教 育 長 御発言なしということで，お諮りします。 

これまでの協議を踏まえますと，「特別の教科 道徳」については「東京書

籍」の教科用図書を採択することに，御異議はございませんでしょうか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，小学校「特別の教科 道徳」については「東京書

籍」の教科用図書を採択することに決定されました。 

以上で定例会を閉会いたします。どうもありがとうございました。 

 

        （１６：３２） 



 

上記のとおり，会議の次第を記載して，その相違ないことを証するため，ここに署名する。 

 

 

（ 教育長  中 村 弘 市  ） 

 

 

（ 委  員  水 野 良 行） 

 

 

                          （ 委  員  舩 尾   慎 ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２９年８月２２日定例会） 


